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春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
―
。

卒
業
生
を
送
り
だ
し
た
高
志
台
に
、

間
も
な
く
、緊
張
し
た
表
情
の
新
入
生
が
仲
間
入
り
。

そ
れ
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、

悠
久
山
の
満
開
の
桜
が
、

僕
た
ち
を
や
さ
し
く
包
み
込
む
。

春Spring
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長
岡
の
街
を
見
下
ろ
す
高
志
台
は
、

花
火
見
物
の
隠
れ
た
名
所
。

勉
強
の
手
を
止
め
、

し
ば
ら
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
向
こ
う
に
見
え
る
花
火
を
楽
し
む
。

人
影
の
な
い
夜
の
高
志
台
で
、

街
の
灯
り
と
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
独
り
占
め
。

街
夏Summer
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写真／布施直樹（写真部、機械工学科2年）
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秋Fall
校
舎
を
囲
む
木
々
が
秋
色
に
染
ま
る
頃
、

長
い
夜
を
友
と
語
り
明
か
す
。

た
わ
い
も
な
い
話
に
笑
い
合
い
、

ち
っ
ぽ
け
な
悩
み
に
も

真
剣
に
耳
を
傾
け
合
っ
た
あ
の
頃
。

月
日
は
流
れ
、今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
く
。

し
か
し
、い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

―
。

僕
た
ち
の
原
点
が
、

こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
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15 高志台の五十年
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冬
の
長
岡
を
今
年
も
大
雪
が
お
そ
う
。

列
車
も
バ
ス
も
遅
れ
、

校
舎
か
ら
始
業
を
告
げ
る
チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
て
く
る
。

焦
る
気
持
ち
を
お
さ
え
て
高
専
坂
を
登
り
き
る
と
、

額
に
は
う
っ
す
ら
と
汗
が
―
。

十
分
す
ぎ
る
準
備
運
動
を
終
え
、

僕
た
ち
は
教
室
へ
急
ぐ
。

額十
冬Winter

17 高志台の五十年



長 岡 高 専

【昭和39年4月30日撮影】
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空 か ら 見 た
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長 岡 高 専

【昭和60年5月17日撮影】
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空 か ら 見 た

21 高志台の五十年



長 岡 高 専

【平成18年10月13日撮影】
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空 か ら 見 た

23 高志台の五十年




